








ボ ル ネ オ 産 両 生 ・ 肥 虫 類 の 小 コ レ ク シ ョ ン
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京 都 大 学 教 養 部 生 物 学 教 室4 》
疋 田 努
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南 部 久 男
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー6 〉
1 9 8 1 年 か ら 1 9 8 2 年 に わ た っ て ， 佐 藤 卓 氏 （ 当 時 マ レ ー シ ア ・ ケ バ ン サ ン 大 学 サ バ 校 講 師 ， 現 在
富 山 南 高 等 学 校 教 諭 ） に よ っ て ボ ル ネ オ 島 で 採 集 さ れ た 両 生 ・ 肥 虫 類 標 本 7 科 1 5 種 4 2 点 に つ い て
簡 単 に 記 載 し た 。 採 集 は 、 マ レ ー シ ア ・ サ バ 州6 地 域 ， サ ラ ワ ク 州l 地 域 で 行 な わ れ た(Fig.l).
標 本 は ， 両 生 類 ヒ キ ガ エ ル 科2 種Bufojuxtasper,Ansoniaft" 増 加 “ ， ア カ ガ エ ル 科3 種R α" α
" 池" “ 如 漉 〃 碗" “" γis,Ranaeryt んa&a,Ra" α 池g"/0s α ， ア オ カ エ ル 科2 種 励lybedates
彪 況comystaxleucomystax,Phikutus α" γifasciatus. 鵬 虫 類 ス ッ ポ ン 科1 種 乃 勿nyxcartik 噌 加gzfs ，
ヤ モ リ 科3 種Cosv 沈 加hisplatyurus,Gehyra ノ""" 〃ta,Hemidactylusf 形" “ 妬 ， ト カ ケ 科3 種
Mabuy 恒 加 配/"cari" α “ 〃 ・ 加"" 池sciata,Riopa 加 加 γ"g" ， ナ ミ ヘ ビ 科1 種Dendre"ﾉlispictus
よ り な る 。
A 血/ 増 加 “ の 卵 数 は,Inger(1960) が1 個 体 の 左 側 の 卵 巣 よ り51 個 を 報 告 し て い る に す ぎ な い
が ， 今 回 採 集 さ れ た 3 個 体 の 雌 の 標 本 の 左 右 の 卵 巣 に は ， そ れ ぞ れ 4 5 - 7 0 , 5 3 - 8 9 . 6 9 - 7 2 個 の
卵 が 存 在 す る こ と が 認 め ら れ た ．
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従 来 ， 低 地 か ら の み 報 告 さ れ て い た が ， 今 回 ， キ ナ バ ル 国 立 公 園 の 標 高 約 2 , 0 0 0 m の 地 点 で 生 息 が
確 認 さ れ た 。R.i' 婚"los α は ， ボ ル ネ オ に お け る 生 息 が 松 井(1979) に よ っ て 最 初 に 確 認 さ れ た 種 で ，
台 湾 よ り 渡 来 の カ エ ル の 意 で 現 地 で はBonongTaiwan と 呼 ば れ る｡P.aurifasciatus は,Inger(1966)
の 記 載 し た 標 本 に 比 べ , 1 ) 体 の 脳 面 の 体 色 が 薄 汚 れ た 感 を 呈 し ， 小 形 の 褐 色 の 円 錐 状 突 起 が 散
在 す る ，2 ） 体 側 に は 網 目 模 様 が 存 在 す る ， 点 が 異 な る 。 〃､ 汎""ifascia 畝 は,1) 背 面 に 暗 色 あ る
い は 明 色 の 帯 を 欠 く 1 2 ) 体 側 の 暗 色 の 縦 縞 が 不 明 瞭 で ， 乳 白 色 の 斑 点 が 認 め ら れ な い こ と な ど ，
体 色 の パ タ ー ン が 典 型 的 な 〃"""""sciata と 異 な る 。
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R α" α 〃"inocharislimnocﾉl α 】･isBoIETable2 ，Platel-l
1youngfemale(TOYA-Am-52),UKMS,BukitPadang,KotaKinabalu,30m,Sabah,16
Table1.MeasurementsandratiostoSVLofAnsoniaful 噌 加 “ ．
H W / S V L TL/SVLSVL(i-nm)
Range
34､9 －37 ．5
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？ 〃 α ”" αmulticari"ata(Gray)PlateIV-1
1female(TOYA-Re-14),UKMS,BukitPadang,KotaKinabalu,Sabah,11May1982.
Thespecimenisidentifiedas 〃"buyamultica γ" α 畝,basedonfive-keledorsalscales
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2.DorsalviewofAnsoni α 血 姥 加ea.A,femal,fromKNP,2000m,SVL42.5mm(TOYA-Am-47);B,
female,fromKNP,2700m,SVL43､8mm(TOYA-Am-49).
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3.Dorsal(A,B)andventral(C,D)viewsofPﾙ 北utusauri 〃 ？scialusfromKNP,2000m.A,C,adult
male,SVL20.6mm(TOYA-Am-68);B,D,adultfemale,SVL28､3mm(TOYA-Am-69).
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2 ．DorsalviewofMabuy α 加 況" 加 虻j α 〃fromBukitPadang,KotaKinabalu,femal,SVL88.0mm
(TOYA-Re-15).
3 ．DorsalviewofRiopabow γ 伽giiBukitPadang,KotaKinabalu,female,SVL49､Omm(TOYA-Re-
1 7 1
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4.DorsolateralviewofDen 小 で/ “ﾉ"spictusfromBukitPadang,KotaKinabalu,juvenile,SVL189.0m
(TOYA-Re-18).
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